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【活動の目標】 

織田・豊臣による統一事業とその当時の対外関係について，調査活動やグループでの話し合い活動・発

表を ICTを効果的に活用することを通して，近世社会の基礎がつくられたことを理解することができる。 

【 問 い 】 

・戦乱の世を終わらせたのは，信長と秀吉のどちらの政策だろうか。（問いの工夫Ⅰ） 

・調べたことをグループで共有し，課題について話し合い，発表する。（問いの工夫Ⅱ） 

今回 ICTを活用した場面 従来の活動 

A１：教員による教材の提示 

 生徒が調査した学習内容の定着を図るため，パワーポイン

ト資料を大型テレビに映し，説明する。 

黒板に教員

が板書する。 

 

C１ 発表・話し合い 

 話し合った結果を

ホワイトボードにま

とめさせた後，その

写真を撮影しクラウ

ドにアップロードさ

せる。発表時に，大型

テレビに映し出す。 

ホワイトボ

ードを黒板

に掲示する。 

C１ 発表・話し合い 

 学習のまとめとして，クラ

スルームの質問機能で，自分

の課題に対する考えを入力・

送信させ，発表させる。 

自分のノー

ト記述させ

たのち，数人

の意見を発

表させる。 

【資料】クラスルームでのコメント 

 

 

 

 

 

 

 

社会科 2 年 

織田信長と豊臣秀吉による統一事業 
（クラウドの利用と質問機能の利用による意見共有の活性化） 

 名前 小野 智博 

【ICT機器を活用する良さ】 

○クラウドにアップロードすることでデータ

として保存でき，後で見直すことができる。 

○クラス全員に意見を送信させることで，挙

手による一部の意見に偏らない。 

【改善すべき点と原因および改善案】 

○chromebook とノートとの併用について。学

習履歴としての chromebookの活用。 

 


